









































コチニール 0.2gを 200mlの蒸留水で 85℃ 1 時間色素抽出して染液とした。あらかじめ銅イオンを
吸着させた絹・ナイロン布を 80℃ 1 時間染色し、先媒染染色布を得た。先媒染染色布をアルカリ処
理（0.1mol/L炭酸ナトリウム水溶液に 1 時間浸漬）や銅イオン再吸着後アルカリ処理（酢酸銅
0.02mol/L水溶液に常温 1時間浸漬、水洗後、上と同じアルカリ処理）し、色彩変化を調べた。


















よび呈色が起こる pHの検討を行った。まず、5種類の濃度の酢酸銅水溶液（0.25，× 10-1，× 10-2，








































































 Fig.3 ビウレット反応後絹布の分光反射率曲線 Fig.4 ビウレット反応後羊毛布の分光反射率曲線
















































Fig.5 ビウレット反応前後の絹・羊毛布の K/S値 （反応前：700nm　反応後：540nm）
次に、0.025mol/L酢酸銅水溶液に常温浸漬させて得た銅イオン吸着布を、種々の pHの 0.1mol/L
リン酸塩緩衝液に浸漬させた後の絹布の分光反射率曲線を Fig.6 に、羊毛布の色彩値を Fig.7 に示し






































Fig.6  種々 pH水溶液浸漬前後の絹布の分光反
射率曲線
Fig.7  種々 pH水溶液浸漬前後の羊毛布の色彩
変化
（Fig.6 は 700nmの反射率が最も低いものが未処理布。その他は、550nm付近の反射率が高いもの






当然ビウレット反応が生じるが、炭酸ナトリウム（0.1mol/L Na2CO3 浸漬絹布で L*：67.9、a*：8.5、
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Fig.8  コチニール染色絹布のビウレット反応に
伴う色彩変化（L*a*b*値）
Fig.9  コチニール染色ナイロン布の各種処理後
の分光反射率曲線
